
 

１ 主題設定の理由 

（１）目の前の児童の実態から 

  本学級は，６年生男子１２名，女子１６名の計

２８名の学級である。男女ともに決まった小集団

で行動している姿から，仲間意識の低さを感じ，

同時につながりを求めることへの恐怖心をもって

いることがうかがえた。何かに立候補することは

おろか，授業中に発表することさえしない児童が

約８割だった。その理由を問うと，「他の人が発表

するから。」「恥ずかしい経験をしてきた。」「学校

も授業もつまらない。」といった学習性無力感が大

きな要因であることが分かった。それが，能動的

に活動する姿勢を止め，誰かの一言を待つ態度を

生んでいた。 

以上のことから，受容的共感的態度を前提とし 

た自発的自治的風土の醸成を目指し，計画的な学 

級づくりを行っていく必要性を感じた。 

（２）主題と副題について 

①学校適応感 

  アセス（ASSESS：2019）は，学校での適応感 

と学校以外での適応感の両方を反映した全体的

な適応感を示す「生活満足感」を含む６因子で測

定することができる。その６因子とは「生活満足

感」「教師サポート」「友人サポート」「向社会的ス

キル」「非傷害的関係」「学習的適応」である。上

記の児童の実態を踏まえ，自己開示と感情の交流

を通して，「学校満足感」の高まりを目指す。 

 ②学級集団づくりの年間戦略 

前学習指導要領では，「望ましい学級づくり」の

条件として，居場所（役割），規範意識，感情交流，

自己開示の育成の４点を挙げていた。令和の日本

型学校教育における現行の学習指導要領におい

ても，踏襲されている。また，現行学習指導要領

解説特別活動編では，「学級活動における自発的，

自治的な活動を中心として学級経営の充実を図

ること」としている。さらに，河村茂雄（2012）

は学級集団づくりの現実的な流れとして，「混沌・

緊張期」「小集団成立期」「中集団成立期」「自治的

集団成立期」を提案している。本論文では集団づ

くりの中での個の高まりを目指す。 

③学級活動等 

  赤坂真二（2014）は，学級集団育成プランとし 

て，教科指導や道徳，特別活動において「ステー 

ション授業」と呼ばれる「教師が子どもに身に付 

けさせたい価値やスキル・態度を伝える授業群」 

を提唱している。生活場面や学習場面でその学び 

を日常化することで学級をチーム化していくと 

いう。今回はそのステーション授業の中心に「学 

級活動」を据える。学級活動に関連する教育諸活 

動を含めて実施することで，受容的共感的態度や

自 

自発的自治的風土を醸成し，学びを様々な場面に 

日常化していくことを目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 実践の概要 

（１）自己開示と感情の交流を念頭に置いた学級活 

動等の捉え方 

  先行研究や先行実践をもとに，本研究では「自

己開示と感情の交流を念頭に置いた学級活動等」

を以下のように捉えた。 

（２）研究の手だて 

以下の手だてを講じれば，学校満足感の高まり 

を目指して計画的に指導改善を図ることができ

るであろう。 

（３）研究の実際 

 ３．１ 集団と個の丁寧な実態把握 

  集団と個の実態把握を，次の３点で行った。 

①アセス（学級集団と個） 

  休校明けから１か月が経過した７月と３月の 

２回調査を行い，学級としての結果，個人の結果 

を分析，活用，評価することとした。７月は，以 

下の通りとなり（表１），「生活満足感」を筆頭に， 

「友人サポート」と「学習的適応」が８０％を下 

回る結果となった。 

調査項目 満足群 
（８０％以上の割合） 

A 児 

（％） 

生活満足感 ６５ ３１ 

教員サポート １００ ８３ 

友人サポート ７８ ３３ 

向社会的スキル ８４ ３１ 

非侵害的関係 ９０ ３９ 

学習的適応 ７８ ３５ 

【研究内容 学級活動（上学年）】 
一人ひとりの学校適応感を高める学級集団づくりの年間戦略 

― 自己開示と感情の交流を念頭に置いた学級活動等の実践を通して ― 
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受容的共感的態度・自発的自治的風土 

アサーティブコミュニケーション（自分と相手

の両者の双方を尊重した自己表現）の視点を取り

入れることで，人間関係形成や社会参画，自己実

現を促すことを目指した学級活動の授業デザイン

とそこに付随する教育諸活動 

（３．１）集団と個の丁寧な実態把握 

（３．２）自己開示と感情の交流を促すノート活用の工夫 
（３．３）学級集団づくりと学級活動等を組み合わせた年間を

見通した戦略の作成 

（３．４）児童の変容の記録と手だての有効性の検証 

【図１ 本研究における自己開示と感情の交流を念頭に置いたステーション授業構想】 

【表１ 本学級とA 児のアセスの結果（７月）】 



個の結果では，A 児が全般的に低く，上記の通 

りとなった。ADHDの診断，ASDの傾向があり， 

通級指導教室に通級している。そこで特別支援コ 

ーディネーターと連携し，「合理的配慮」を考えな 

がら抽出児童として経過を追うこととした。特に 

課題と思われる「向社会的スキル」を中心に支援 

検討シートを作成した（資料１）。 

【資料１ A 児の支援検討シート】 

②学級集団づくりチェック表（学級集団） 

先行研究がなされて 

いる，「学級集団づくり 

におけるチェック表 

（資料２）」を活用し 

た。チェック表は６視 

点・３０項目あり，４段 

階評価で，点数化しや 

すい。１観点につき，合 

計の最高点が２０点で 

あることから，６割の 

１２点に届かない視点 

については重点指導事 

項として，指導の強化 

を図っていく。学級活動や道徳はもとより，日常 

生活の中から指導の手だてを探ることができる。 

月末に担任がチェック機能を働かせ，翌月の指導 

に生かすこととした。 

③特別支援コーディネーターとの情報交換（個） 

通常学級の中で特別な配慮を必要とする児童， 

通級指導教室該当児童等，特に合理的配慮につい 

て常に情報共有をした。 

３．２ 自己開示と感情の交流を促すノート活用の工夫 

  自己開示と感情の交流を促しやすくするため 

に３つのノートを活用した。 

①おしゃべりノート 

  毎日，担任と児童一人一人が交換日記を行うこ

とで自己開示を促す。ただし，書いた内容につい

ては，クラスメートに開示しないこととした。 

②作文帳 

 週末や行事周辺に活用。個人が思っていること 

を全体で共有するツールとして使用した。 

③自主学習ノート 

 教科の学習や興味のあることをまとめる自主学 

習ノートだが，日常の中での思いや考えを備忘録 

として記録することを許可した。例えば，友達や 

支援学級の児童との関わりのこと，授業へ取り組 

む全員の姿勢，自分や学級の課題や成長等である。 

児童は全体で共有されることを前提として書いて 

いる。 

  ①については

自己開示と担任

との縦のつなが

りを，②と③は

自己開示と感情

の交流（児童同

士の横のつな 

がり）を促すため 

に使用した。朝や 

帰りの会に，タブレットで撮影した児童のノート

をテレビに投影し，どう感じたかをペアで話し合

わせ，すぐに全体にフィードバックさせるという

流れで共有した。児童は３つのノートを使い分け，

特に③を多く活用しながら，一人の思いを全員事

として捉えていくことができ，アサーティブコミ

ュニケーション力の育成へとつながっていった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３ 学級集団づくりと学級活動等を組み合わ 

せた年間を見通した戦略の作成 

実態把握を受けて，学級集団づくりと学級活動等

を組み合わせた年間戦略を作成した。 

 時期 
学級集団づくりの

視点 
学級活動等の視点 

混
沌
・
緊
張
期
（
教
示
的
） 

６月 

１週目 

○ルールの設定 

・児童の思いや経

験，担任の思い

を合わせる。 

・教師も守る。 

・具体のイメージ

をもてる。 

○当番活動の明確

な構造化 

・自走できるシス

テムづくり。 

 

 

○人間関係づくり

開始 

・教師から遊びや

話の聴きの方の

提案，賞賛等。 

○当番活動や係活

動，朝の会や帰

りの会のシステ

ム化 

○話合い活動コー

ナーの設置と司

会団の仕事内容

の確認 

○ショート話合い

活動の体験 

○アセスの実施・

分析・活用 

 

○聴き方モデルの

提示とロールプ

レイの実施① 

○構成的グループ

エンカウンター

の実施（年間）② 

【資料２ 学級集団づくりチェック表】 
【資料４ 学級の現状について自主学習ノートにまとめた例】 

【資料３ 自分の成長についてまとめた自主学習ノート】 



ここでは，６月に行った聴き合う関係づくりの指 

導と構成的グループエンカウンターについて述べ

る。また，実際に児童から提案され，７月に行った

「学級目標」に関する内容（１）の話合い，１１月

に行った「学級でやっていることをどうすれば全校 

に広められるか」という内容（３）に関わる話合い，

ステーション授業から発展した国語科の実践を例

に述べる（表中波線部）。 

①６月：聴き合う関係づくりの指導 

 混沌・緊張期。ソーシャルスキルトレーニングを

以下の流れで行った。 

 ・絵本「教室は間違うところだ」の読み聞かせ 

 ・よい聴き方と悪い聴き方モデルの演示 

 ・児童によるロールプレイとふり返り 

 ・オープンクエスチョンの例示，一覧の配布 

オープンクエスチョンについては例を一覧にし

てラミネートを掛け，児童一人ひとりに渡した。聴

き方を理解させるだけでなく，オープンクエスチョ

ンを学ばせることで「対話」を促した。発達が気に

なる児童もそうでない児童も，知識と体験を通して

「対話」の素地ができていった。 

②６月：構成的グループエンカウンター 

 実践した内の１つである「カードトークで自己紹

介」を紹介する。 

 ・インストラクション 

 ・エクササイズ 

（カードに書かれたテーマに沿って一人１分話す） 

 ・シェアリング（ふり返り） 

カードに「好きな食べもの」等のテーマが示され

ていることで無理に話題を探す必要がなく，輪番で

カードを引いて話していくので，公平性も保たれる。

自己開示と他者理解が進んだ活動であった。教育実

習生を迎える際には児童自ら応用し，自己紹介とし

て一人一枚の名刺を作って渡す活動につながった。 

③７月：【話合い】学級目標・学級の愛称・キャラクター 

小集団成立期。学級目標は知・徳・体に分けて「メ

リ切り８０％」「親一」「チャレンジ」と決まり，愛

称は「カッパ先生のおにぎり食堂」となった。話合

い活動は「おにぎり会議」と称し，赤坂が提唱する

アドラー心理学に基づいた「クラス会議」に手を加

えて導入した。話合いについては，マニュアルを整

備して司会団が安心して取り組めるようにすると

ともに，話合いの初めに褒め言葉を贈り合う時間を

設けることで受容的共感的風土の醸成を促した。実

態として，「他の人が発表するからいいです。」「恥ず

かしい経験をしてきたから。」「授業はつまらない。」

という話が児童からあったが，徐々に児童自身がそ

の点を見つめるようになり，「見て，反応し，フォロ

ーしよう」という合言葉まで話合いで生まれた。ど

れにおいても，折り合いをつけ，全員一致での合意

形成となったことで，「学級集団」への意識が醸成さ

れていった。愛称は学級便りの題名にし，学級目標

やキャラクター，合言葉は学級便りに常に掲載した。 

小
集
団
成
立
期
（
説
得
的
） 

７月 

○ルールの定着 

・児童と教師相互

のふり返り。 

・例外を作らな

い。 

・ルールを守るこ

との快感。 

○ペアやグループ

学習の奨励 

・周囲からの承認

や評価。 

・責任の所在の確

認。 

・ローテーション

制度の導入（リ

ーダーとフォロ

ワー）。 

○主体的な行動を

する児童１／３ 

○学級システムの

ふり返り・改善 

○学級目標の設定

③ 

○学級通信で話合

いの様子や児童

の自己開示の言

葉を掲載 

 

○授業内でペアや

グループ学習を

意図的に活用 

○話合い活動の司

会団の輪番制 

○リーダーとフォ

ロワーの説明 

○アセスのふり返

りと活用 

 

中
集
団
成
立
期
（
参
加
的
） 

９，１０

月 

○生活班等の構成

メンバーを大き

く変えて人間関

係形成の広がり 

○どの活動も目標

と役割分担を確

認し，ルールの

内在化と習慣化 

・集団の雰囲気を

維持する働きを

する児童や能動

的な行動を賞

賛。 

・個人の行動が集

団に与える影響

を確認。 

○教師は一歩下が

って見守り 

○主体的な行動を

する児童２／３ 

○絵本「わたしの

いもうと」の読

み聞かせでいじ

め防止 

○児童による実習

生お迎えの会と

お別れの会，転

校生お別れ会，

ソーラン節の引

継，お楽しみ会

等の企画・運営 

○学級目標のふり

返り 

○学級通信で話合

いの様子や児童

の自己開示の言

葉を掲載 

○アセスのふり返

りと活用 

 

自
治
的
集
団
成
立
期
（
委
任
的
） 

それ以降 

○集団の目標を児

童自身の行動で

達成 

・教師は児童の援

助に回る。 

○中集団を全体に

統合 

・中集団同士のぶ

つかり合いが起

こりやすくなっ

ている。 

・リーダーシップ

を柔軟に切り替

える。 

○親和的・主体的

に活動 

○児童による学級

システムの改善 

○学級の枠を超

え，児童による

学年や学校の改

善④ 

○学級目標のふり

返り 

○学級通信で話合

いの様子や児童

の自己開示の言

葉を掲載 

○学級通信を児童

が作成 

○他教科への派生

⑤ 

○アセスの実施・

評価 



④１１月：【話合い】学級でやっていることをどうす 

れば全校に広められるか 

 

 

 

 

 

 

 

自治的集団成立期。学級内での共同体としての成

功体験は，学校全体にも共有したいという思いへと

広がり，自分たちが教室で実践していることを全校

にも広げようという議題まで提案された。司会団に

立候補した児童からは「明日はいよいよ話合い。黒

板書記，とても緊張します。これまでで一番難しい

議題ですよね。話し合っている内容をうまくまとめ

られるか不安です。でも司会さんはもっと緊張する

と思うので，頑張ってサポートします。」という自主

学習ノートでの自己開示があった。結果，「見て，反

応し，フォローしよう」を実践に移すことになった。

実際にどの場で実践するかは個人の意志決定に委

ねられた。委員会活動で合言葉を実践した児童のふ

り返りとして，「（人の意見に対して）『いいと思いま

す。』と反応することや返事をしっかりできました。

クラスの話合いで決まったことをできたと思いま

す。ですが，他のクラスの人は真似して言ってくれ

ませんでした。ただそんなこと言っていても意味が

ないので，もっと元気に，印象に残るように言いま

す。」という自主学習ノートでの自己開示があった。

これらは全体にフィードバックした。学級が児童に

よって自走し，自治になっていることが分かった。 

児童からは以下のように学級や話合い活動，学級

目標を肯定的に捉える記述が見られた（児童が教育

実習生へ書いたお礼の手紙の一部）。 

 

⑤１月：【国語】プロフェッショナルたち 

 学級活動の話合い活動で培われた力と国語科で

培ってきた力を融合させ，教材に登場する３人のプ

ロフェッショナルの生き方についてまとめる授業

をさせてほしいと児童たちから依頼が来た。一緒に

授業構成を考えて実施すると，授業者の児童だけで

なく，授業を受ける児童も生き生きとノートにまと

め，交流し，発表する姿が見られた。ステーション

授業としての学級活動が，学級の文化として根付い

ていることが分かった。 

（４）児童の変容の記録と手だての有効性の検証 

  手だての有効性を検証するため，ノートの活用，

学級経営と学級活動の年間計画の作成と指導の充

実を図ることが，集団と個にどのような影響を与

えていくのかを，観察と児童の様々な記録によっ

て蓄積し，指導に生かすこととした。 

 

３ 成果と課題 

（１）成果 

  アセスを３月に取ると，以下のような結果とな

った（表２）。学級としては全体的に約９０～１０

０％の間にまで上がり，上昇率としては１０～２

４％となった。特に生活満足感や向社会的スキル

に大きな変容が見られた。 

調査項目 満足群（８０％以上の割合） ７月との差 

生活満足感 ８９ ＋２４ 

教員サポート １００ ０ 

友人サポート ８９ ＋１１ 

向社会的スキル ９７ ＋１３ 

非侵害的関係 １００ ＋１０ 

学習的適応 ８９ ＋１１ 

【表２ 本学級のアセスの結果（３月）】 

  A 児の結果は以下の通りである（表３）。アサー

ティブコミュニケーションの視点での指導改善を

行ったことで，非傷害的関係や生活満足感に大き

な変容が見られた。集団，個のどちらにおいても，

学校適応感に向上が見られた。 

調査項目 満足度

（％） 

７月との差 

生活満足感 ５０ ＋１９ 

教員サポート ８３ ０ 

友人サポート ４６ ＋１３ 

向社会的スキル ３８ ＋ ７ 

非侵害的関係 ８３ ＋４４ 

学習的適応 ４１ ＋ ６ 

【表３ A児のアセスの結果（３月）】 

（２）課題 

アセスの全項目において数値の上昇が見られた

が，集団，個ともに，不満足群にある項目がある。

また，A 児の課題とする「向社会的スキル」の上

昇は＋７％で満足度３８％に留まり，大きな改善

とはならなかった。何が足らなかったのか，何に

重きを置きすぎたのか，今後さらに分析し，今後

の研究に生かしたい。 

  また，特に要学習支援領域にプロットされる児

童がチャート上に見られた。ステーション授業と

しての学級活動と他教科との具体的な関連のさせ

方や，より多くの児童の具体の変容の見取り方を，

今後の研究の課題としたい。 

 

【資料６ 学級や話合い活動に対する児童の思い】 

【資料５ 学校全体を巻き込む議題書】 
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